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ベイン・キャピタルによるセンサーズ＆コントロールズ事業を買収後、 

グローバル・リーダーとしての新会社センサータ・テクノロジーズを設立 

日本においては自動車用センサーのマーケットリーダー 
テキサス・インスツルメンツ社から引き継いだ世界中の拠点、マネージメント及び従業員は現状を保持 

 

 

【米国マサチューセッツ州アテルボロ】世界的に卓越した家電、冷暖房器具、照明器具、自動

車、航空機などに使われるセンサーおよび制御部品のサプライヤーであるテキサス・インスツルメンツ

社のセンサーズ＆コントロールズ事業は、ボストンを拠点に持つ大手国際株式投資会社、ベイン・キャ

ピタル（Bain Capital, LLC）によって本日 30 億ドルでの買収が完了し、センサータ・テクノロジーズ（本

社：米国マサチューセッツ州アテルボロ）が独立会社として設立されました。 

 

センサータ・テクノロジーズはテキサス・インスツルメンツ社センサーズ＆コントロールズ事業

の拠点及び従業員を引継ぎます。製造と技術開発センターを日本、中国、オランダ、ブラジル、韓国、

マレーシア、メキシコに構え、世界中に営業拠点を有します。世界規模では、アメリカに 3,750 人、アジ

アに 1,350 人、ヨーロッパに 300 人を含めた、従業員 5,400 人を数えることになります。 

 

日本では、静岡県小山町に製造拠点と技術開発センター、東京と名古屋などに営業拠点を

持ち、日本国内の主要な自動車メーカー、自動車システムメーカーにセンサー製品、家電メーカーには

制御部品、半導体メーカーには検査部品を、４０年近くにわたり幅広く製造・販売を行っています。 

 

 センサータ・テクノロジーズの社長であり最高経営責任者であるトーマス・ロー（Thomas 

Wroe）は、「社名やロゴの変更があっても、ほとんどのものは変わりません。我々の拠点や従業員も変

わりませんし、これまで通りのカスタマーサービスを提供し、卓越性と革新を使命に持つ共同体である

ということにも変わりはありません。企業の安定性と持続性をわれわれはお約束します」と述べていま

す。 

「今回の合意は、我々の顧客と従業員の価値をさらに高めるものです。我々は独立した一企

業として、大きな半導体業界の中で、戦略性を持たない一部署としての存在ではなく、ビジネスの成長

を自ら追求する、より良い地位を得ることができました。」とローは付け加えました。 

 

ベイン・キャピタルのマネージングディレクター、スティーブ・ジード（Steve Zide）は、「我々は

世界的な成長をもたらし、長期的な将来性を認識している情熱に溢れた才能あるマネージメントを支援

していきます。」と発言しました。また、ベイン・キャピタルは、大規模かつ多国籍な企業から一部署を購

入し、マネージメントチーム及び従業員とパートナーとなり、意義のある価値を築くという事業に豊富な

経験を有しています。 

 

90 年前、マサチューセッツ州のアテルボロで General Plate Company（金属材料製造会社）

として設立されたセンサータ・テクノロジーズは、1959 年テキサス・インスツルメンツ株式会社に合併さ

れました。 

ロー社長によると、「長年の間には社名や組織の変更がありましたが、社の歴史を通して、

消費者に対するコミットメントと技術分野においてリーダーシップを取ることを念頭におき、グローバル

市場の急激な変化に素早く巧みに対応する能力を常に維持してきました。 

実際、グローバル市場で存在してきたからこそ新社名のインスピレーションを感じています。」 

 

「「センサータ」（sensata)という言葉は、ラテン語であり「思慮のあるもの、理性にかなったも

の」という意味です。我々の核となるビジネスであるセンサー製品はこの社名に完璧に合致しています。  



しかし、センサータは単なる言葉だけではなく、新会社の新ビジョンでありシンボルでもあります。           

そして一番重要なのは、センサータは約束します。顧客と我々のビジネスを成長させ、革新的なソリュ

ーションを提供するという約束です。」  

 

   そして、「センサータ・テクノロジーズとして未来へ向かうために、かつて閉鎖されていたビ

ジネスチャンスを得ること、そしてこれまでにない従業員の才能と熱意を解き放つことも楽しみにしてお

ります。」と締めくくりました。 

 

 
 
 
 
 
 
センサータ・テクノロジーズについて： 

 

かつてテキサス・インスツルメンツ株式会社のセンサーズ＆コントロール事業部であった 

センサータ・テクノロジーズは、グローバルな自動車、電気製品、飛行機、産業、HVAC の市場に毎日

大勢の人々の安全と効率性を改善するセンシングとプロテクションソリューションを提供。本社はマサ

チューセッツのアテルボロにあるが、９つの技術・製造センターは８つの国にあり、営業拠点は世界中

に存在する。 

 

お問い合わせやご質問は www.sensata.com まで。 

 

ベイン・キャピタルについて： 

 

ベイン・キャピタル (www.baincapital.com)は未公開株、ベンチャーキャピタル、公開株、高利回り債、劣

後債等、管理資産総額 270 億ドルを超える複数の資本を管理する世界的な未公開株投資会社である。

1984 年創設以来、世界 230 社以上の企業の未公開株に投資すると共にアドオン買収を行っている。そ

の中には FCI、UGS、ChipPAC、Therma-Wave などが含まれている。ベイン・キャピタルの本社は米国

ボストン。その他、ニューヨーク、ロンドン、ミュンヘン、東京、香港、上海にも事務所を有しています。  

 

テキサス・インスツルメンツについて： 

 

テキサス・インスツルメンツ株式会社は顧客との実際のビジネスにおけるシグナルプロセッシングの要

求を満たすために、革新的な DSP とアナログ技術を提供している。半導体ビジネスに加え、教育及び

生産性におけるソリューション業務も行っている。本社はテキサス州ダラスにあり、製造、設計、営業拠

点を 25 カ国以上に持つ。テキサス・インスツルメンツの株は TXN というシンボルで NYSE で取引されて

いる。 

お問い合わせやご質問は www.ti.com まで。 

 

 

＜本件に関するお問合せ先＞ 

（株）センサータ・テクノロジーズジャパン 

センサープロダクツ事業部 営業部長 川口昌司 

電話：03-4331-2482 

Email: m-kawaguchi@sensata.com または m-kawaguchi@ti.com 


